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ヨ コ ヅ ナ サ シ ガ メ/な 〃05.脅0〃 〃∫`・lorkノ・〃

Signoretに 関 す る 生 態 学 的 研 究.1

その分布及び一般習性 について

中 尾 舜 一

 Biological and ecological studies on Agriosphodrus 
dohrni Signoret (Reduviidae, Hemiptera)_ I 

     Its distribution, habitat, feeding and 
           oviposition behaviour 

             Shun-ichi Nakao

1.緒 言

カメムシ類 には,群 棲 す る種が比較的多 く知 られてい る.我 が国 のサ シ メガ類 で も成虫

態 でのオオトビ サ シガ メ ・フサ ヒゲサ シガ メ,幼 虫態で のヤ ニサシガ メが知 られ てい る.

本 種,ヨ=1ヅ ナ サシガ メAgriosPhodrusdohrniSignoretも,九 大構 内のエ ノキに

於 て,約10年 前 白水隆氏が発 見され てか ら毎年 同…・場所で 冬期終齢幼虫 の集団が 見 られ

ている.ヨ コ ヅナサシガ メはDistant(1904)に よつて中部 印度,支 那(-L海)に 分布す

るとされた種で,Signoret(1862)に よ り記載 され た ものである.

長 谷川(1949)は 本 種の糊 妻越冬 問題に注 〔す ると共に,本 種 が北 九州に比較 的普通 に

産す るこ とを報告 した.其 の後行徳(1951)が 本 種 の経過習性 の概要につ いて簡単で はあ

るがす でに報 告してい る.

筆者 は,手 近 な九大 構 内の群棲場所 に於 て本種 の集団形成現象解明 の為観察 を続 けて来

た.更 に,こ の問題解 明の乎懸 りとしての棲息環境 ・食性 及び産卵 習性等 の調査,集 団形

成が本種 の生活環境 の上 に占める 位 置の追求等 をな した.ま だ完全 な ものではないが,そ

の全容 をほぼ把握 す ることが出来 たので,一 応 ここに まとめ ることに し,本 稿 に於 ては,

本 種の 日本に於け る分 布 ・棲息環 境 ・食性及び産卵について述 べ る.文 献は第二報に まと

めて記 した.

術 本研 究に当つて,終 始御懇篤な御指導 を頂いてい る江崎悌 三 ・安松京三両先 生に衷心

か ら御礼 申上 げ ると共に,有 益な種 々の御教 示を頂 いた長谷川仁,白 水隆,宮 本正一一,武

谷直,中 島茂,立 川哲三郎,行 徳直 己,平 嶋義宏,松 田隆 一一の諸氏,御 多忙 中を写真撮 影

に御協力頂いた熊本水頼氏,観 察を手伝つて下 さつた緒 方一喜,山 本慎 二郎,土 井良宏 の

諸氏に対 し深 く感謝す る.

II.日 本 に於 け る分 布

緒言に も述べた よ うに,本 種の分布 はDistant(1904)に よつて中部 印度 ・支那(上 海)
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が記録 されている.

日本に於ても,北 九州に産することが和当以前から知られていたのであるが,記 録 とし

ては,長 谷川(1949)が 佐賀 ・長崎 ・福岡県の標本に基いて北九州に比較的普通に産する

ものとして報告 したのが最初である.長 谷川氏の検せられた標本で最 も古いのは,長 崎市

に於ける山[登 氏採集の1♀ 及び福岡県小倉市披野(`t)に 於ける矢野宗ll全氏採集の1♀

で,共 に1936年7月 の標本である.九 州大学農学部昆虫学教宋の所蔵標本を検した とこ

ろ,最 も古いものは福岡県糸島郡恰一1=村末永で1938年6JJ19日 内田博氏採集の1♀ で

あつた.他 に記録 もないので,現 在のところ前記長崎市 ・小倉市の榜{本が最吉の記録であ

ると思われる.術 分布範囲については九大昆虫学教室所蔵標本及び長谷川 ・行徳,共 の他

諸氏の御協力により多数の採集例を知ることが出来た.こ れを図示したのがFig.1で あ

Fig. 1. Distribution of Agriosphodrus dohrni Signoret 

                 in Kyushu, Japan.



321

り,こ れらの記録を詳記すれば次の如 くである.

福 岡 県

1.小 倉市城野(?),1936年7月 ,矢 野宗幹氏採集,長 谷川氏蔵.

2.京 都郡伊良原村,1952年5月14日 ,中 谷六郎氏採集,九 大昆虫学教室蔵。

3.鞍 手郡霞田町,矢 野宗幹氏より長谷川仁氏への私信による.

4.福 岡市,九 州大学構内其他.

5.糸 島郡怡土村 末永,1938年6月19日,内 田博氏採集,九 大昆虫学教案蔵 .

6.筑 紫 郡南畑村,平 嶋義宏氏採集.

7.朝 倉郡甘木 町,1948年5月,筧 氏採集,九 大昆虫学教室蔵.

8・朝倉郡杷木町久喜宮,1949年5月19日,行 徳直己氏採集.

9.朝 倉郡把木町志波,1949年5月18日,行 徳直己氏採集.

10.浮 羽君肝{1'村,1949年5月18日,行 徳直己氏採集.

11,久 留 米市篠山城跡,宮 本正一氏の御教示により筆者目撃,

佐 賀 県

12.佐 賀市,1941年5月 ,腹 巻三平氏採集,長 谷川仁氏蔵.

長 崎 県

13.長 崎 市,1936年7月,山ll登 氏 採 集,長 谷 川 仁 氏 蔵.

14.南 高 来 郡 加 津 佐町,1950年6月18日,布 施 康 隆 氏 採 集,渡 慶 次 稔 氏 蔵.

熊 本 県

15.熊 本市,平 嶋義宏氏目撃.

16.菊 池郡隈府菊池高女校庭,1944年5月3日,渡 辺憲吉氏採集,九 大昆虫学教室蔵.

17.人 吉市,1953年10月,武 谷直氏採集.

大 分 県

18.日田市 夜 明,宮本正一氏目撃.

19.直 入 郡 菅 生 村,1952年5月15日,立 川 哲 三 郎氏 採 集.

20.大 堅郡牧口村,佐藤真一氏採集.

宮 崎 県

21.東 臼 杵 郡椎 葉村,1951年8月,松 沢寛 氏 採 集.

22.児湯郡西米良村,1948年7月,松 沢寛 氏採集.

以上の諸例か ら鹿児島県を除いて九州の各県にすべて分布 していることがわかる・

術長谷川仁氏の御注意により,氏 が本種ではないかと考えて お られ る進士(1928)の

MyriazebraStli1キ マ グラサ シガ メ(宮li奇県 都城市 と吉松 との中間飯 野駅の北方3里 に

位置す るフランス山の発 電所附近 の松の伎楕 か ら採集)に つ き江崎教授 に調 べて頂 いた と

ころ,Myriazebraは メキシコに産す る種で,こ の種が 日本に産す ることは全然考えら

れず,断 定は出来ないが,本 種であるとの可能性は大であるとの御意見であつた.勿 論進

士氏の同定 された標本を直接検するより外本種であると断定することは出来ないが,他 に

この種に祁当しそうな種は見当らないこと,及 び!吻 万αzebraの 図を見ての感 じでは,

勿論本種 とは和当異るが,結 合板の黄帯が本種のそれの白帯 と類似するので簡単な図を見

ての同定であれば本種 と混同する可能性は大きいと思われることか ら,殆 んど本種に間違

いないのではないか と思 う.若 し,こ れが本種であれば,更 に古 くから日本に分布してい

たことになる.
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III.棲 息 場 所

筆者の観察 した本種の棲息場所は,九 州大学構内のPlate9,a,b,cの ような相当年数

を経たヱノキ ・ムク ・マツ等からなる粗林である.こ の場所で本種は同図中央のエノキの

樹幹で生活している.産 卵以後全幼虫期間を通じ て この樹幹の 東 と南の面(Plate10の

C,D,Eが そび)主生活面である)に 居るが,毎 日の摂食活動はこの樹のあらゆる場所にわ

たつてお り,下 から肉眼では追跡出来ない様な相当高い場所迄行動する.こ れは主食が コ

ケガの幼虫で,そ の苔の繁茂するところが樹の上部である為である.成 虫になつて分散す

る迄は,大 体に於て樹の下部に多い傾向がある.こ れは行徳(1951)の 観察でも同様で,

地 ヒ2～3m位 であるとしている.

産卵場所及び越冬場所 も一定 してお り,東 面及び南面の樹幹 でやや くぼんだ部分である.

久留米市篠 山のクスでの観察でも,群 棲個所は地一E2m位 の高さにある樹幹のくぼみであ

つた.越 冬中も気温が高 くなれば,越 冬個所から直射 日光下に出て来て静 止している.成

虫になれば分散して樹の高所に生活する.活 動は樹幹を歩行して行 うが,稀 に飛翔するこ

ともある.筆 者の観察では,あ まり遠 くへ飛ばず直ちに中央のエ ノキに帰る.白 水隆氏は

やや離れた場所 の松林で,本 種の飛翔を目撃されたそ うであるが,行 動半径は短いと思わ

れる.Plate9のA,B,Cに 示す場所では,筆 者の調査では中央の エ ノキ以外の樹か ら

本種の群棲個所は見出していない.九 大構内でも,1953年 春,こ の場所か ら翰ζ離れた

松林中で1個 の卵塊を発見 したのみで,群 棲場所 は1例 も見出していない.Plate9の

林でも中央のエ ノキ以外にも 一見棲息に適する様な,苔 の生えた髪のある樹 もあるのであ

るが,棲 息しないと云 うことは,本 種の棲息環境が極めて特殊化 された狭小な個所に限定

されていることを証 している.成 虫の行動については,ま だはつぎりした観察結果は得 ら

れていない.

現在迄判明している棲息樹種は,行 徳(1951)に よれば,サ クラ・イチ イガシ(倒 木)・

柿 ・松,長 谷川(1949)に よればマキ,筆 者はエ ノキ ・クスで目撃 している.術 長谷川仁

氏か らの私信によれば,矢 野宗幹氏の観察では種 々の樹種特にシ イに多い由である.以E

か ら,食 餌が豊富にあ り群棲好適環境であれば,多 くの樹種に棲息可能 と思われるが,本

種に近いヤニサシガメが松の樹脂を吸収することが知られているので,本 踵もその卵塊と

関聯 して樹液を吸収す るのであれば,棲 息樹種が限定 されることも充分考えられる.平 嶋

義宏氏は福岡市内の商店で燈火に飛来 した本種を採集されている.行 徳(1951)も 時に燈

火に飛来することを報告 しているので,顕 著ではないが趨光性はもつ ものと思われる.

いずれの群棲の場合 も,・ 群は100頭 以下である様だし,九 大構内の観察場所に於ても

毎年数 卜頭の成虫が出現するのに群棲越冬す る幼虫は100頭 前後を越えないことか ら,共

喰い,限 定された集団形成個所等 と考え含せて,本 種の棲息好適環境は非常に狭い限定 さ

れた従つて不連続なものであることが想像 される.

IV.食 性

自然環境に於ては,幼 虫が,ミ ノガの幼虫 ・コケガの幼虫 ・体長約5mmの 蝿及びハム
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シらしい小甲虫を口吻にさして,吸 収しているのを目撃 した.叉 成虫がPlate9の エノ

キの苔の附着した部分で,苔 の上に静止して2・3頭 集つているのでその個所の苔をはい

で見たところ下に別種のコケガの幼虫が棲息 しているのを認めた.更 に冬期,幼 虫がやは

り苔に口吻 を直角に立てているのを目撃した.こ れらのことか ら自然環境では,こ のエノ

キの樹幹に多数棲息しているコケガの幼虫が主食ではないかと想像している.こ のコケガ

には少 くとも3種 はある様であるが,飼 育に失敗して,い まだその各種名及び生活環 とヨ

コヅナサシガメのそれ との関聯を明かにす ることが出来ないでいる.

Readio(1927)に よつてもReduviidaeの 食性は多岐にわたつてお り,ヨ コヅナサシ

ガメに近縁なSycanuscroceovittatusDohrnで も,Hoffrnann(1934)に よれば,

白然環境で種 々の鱗翅 目の幼虫及び ノコギ リバエの幼虫,飼 育ではアブラムシ類 ・カメム

シ類の1種Corizidの 幼虫成虫及びバッタを食している.従 つて本種 もその食物の種類

は相当広範囲にわたつていることが想像 され,自 然環境では刺殺出来るものであれば,手

あた り次第に食餌 とするものと思われる.事 実実験室内では,成 虫はモンシ・チョウの幼

虫 ・蛹・アゲハの蛹化 途中の幼虫 ・シャクガの1種 の幼虫 ・カブラヤガの幼虫 ・ヨトウム

シ ・イエバエの幼虫を食し,幼 虫はアブラムシ類 ・メイガの幼虫 ・各種蝿類 ・コオロギ ・

ツユムシ等の直翅目の幼虫のように種々の小昆虫を食 している.筆i者 が飼育中主 として与

えた食餌は,幼 虫期には髪翅 目の成虫,成 虫期にはモンシ・チョウの幼虫であつた.行 徳

(1951)は 青虫i類及び菊につ くアブラムシを与え,長 谷川氏はアオクサカメムシ成虫 ・ア

カスヂキンカメ終齢幼虫 ・ツマグ・ヨコバイが実験室内で食われるのを 目撃しておられる.

本種が食餌を刺殺す る動作は,獲 物が接近すると口吻をのば して近寄 り急速に口吻のみ

にて刺殺する.歩 行動作はあまり活譲ではないので実験室ではとにか く,敏 活な髪翅 目昆

虫の刺殺が野外でどの様にして行われ るのか,ま だ目撃 していないので判明しない.刺 す

と同時に毒液を分泌して獲物を急速に殺す らしく,筆 者が5齢 幼虫に刺された経験による

と,蜂 に さされた ような鋭い疹痛を感 じた.侮 獲物を数頭の個体が同時に吸収しているの

をよく見る.こ れは,1頭 が獲i物を刺殺 して吸収 しているのを,横 から寄つて来た他の個

休が吸収するのである.

前項で本種が樹液を吸収するのではないかと述べておいたが,体 か ら樹脂状物質を分泌

するヤニサシガメでは小酉(1946)が,松 の樹脂に群集して吸収している幼虫を目撃記録

している.本 種が樹脂に似た物質で覆われた卵塊をつ くることと関聯して,樹 液を吸収す

ることも考えられないことではない.事 実行徳氏の飼育では産卵寸前に採集された1雌 が

産卵するに当つて卵塊をつくつたのに,松 田隆一氏の飼育では相当長期間飼育が行われた

為か産卵は飼育箱の底にば らばらにされている.筆 者は飼育中,産 卵させる為の樹幹と共

に松 ・エ ノキの葉のついたままの小伎を入れておいたが,松 の枝の切口か ら出る液に近寄

つて離れない1例 を観察 しているが,吸 収 しているのを目撃は出来なかつた.

長 谷川(1949),行 徳(1951)に よつても記録されて いるように,本 種には共食いの現象が

見られる.筆 者の観察では,野 外に於て第1齢 或は第2齢 の若齢幼虫の時期に盛んな共食

いが見 られる.こ の様な若齢時代には,殆 んどが孵化 した卵塊の附近か集 合場所附近で行

動 しているので行動半径は小さく,従つて共の中に含まれる食餌も少いことは自明であり,
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其の上対手は生きた昆虫である為若齢時の捕獲 は困難で食餌は益 々少くなつて行 く.そ こ

で共食いによる外には生存を保つ方法がないわけである.早 く孵化 した或は脱皮した幼虫

は,お くれて卿化 ・脱皮する幼虫に集つて盛んに共食いをする.然 し第3齢 以後では行動

半径 も大きくなりそれが苔の多い部分に及ぶ為食餌 も多 く,更 に幼虫自体の生長によつて

食餌の捕獲 も容易になる為か,筆 者は共食いしているのを第5齢 越冬時の ユ例 より外には

目撃 していない.第3齢 頃には,す でに終齢時に見 られ る数に近いpoptllationが 形成 さ

れている。 其の後 も少数ずつ 減つてはいるが,こ れは多分 天敵其の他の原因によるもの

であろ う・.長谷川(1949),行 徳(1951)の 観察では終齢でも共食いを行つている様であ

るが,こ れは実験室内での記録であ り,羽 化前の摂食時代の食餌不足に原因するもので,

野外では第3齢 以後の共食いは殆んど起 らないものと考える.こ れで見ると本種の共食い

は,食 餌不足の為やむを得ない行動であ り,… 般的な性質ではないものであろ う.

本種は越冬中は殆んど摂食 しない.野 外に於て,樹 幹に金網をとりつけて飼育した記録

では,樹 幹の東側に装置 された金網のもので最長1953年1月31日 から3H24日 に

いたる53日間 全然摂食 しなかつた.又 室内のガラス管内の個体は,1953年2月6日 か

ら3刃31日 にいたる54日 間摂食せず生存 した.こ れ らの死 亡は気温が高 くなつて活動

を開始 し,貯 蔵養分の消費が激 しくなつたのに,栄 養の補給が無いことに原因していると

考えられ,H中 活動をやめて集団越冬に入つたi当初か ら(11月23日 頃)飼 育し て いれ

ば更に長い 日数絶食 しても生存することが出来たと思われ る.こ の事からも越冬中は殆ん

ど摂食活動をしないことが知 られる.野 外では,日 最高気温が約10℃ 以上の日は 日中越

冬個所か ら出て分散するが,そ れ以下のHは 越冬個所か ら出ない.分 散する日でも ・部の

個体は越冬場所に残つてお り,分 散 した個体は摂食するが,残 存個体は摂食 しない.本 種

はまた 一般的にも相当の飢餓に堪える様で,4齢 幼虫を使つた実験によれば,]952年11

Jj11日 から11月21日 までの11日 問給食せずに居たが生存 していた.

V.産 卵

本種の産卵は,1952年 の筆者の観察では,5J・j23日 に始 まり6Jl5日 に終了した.

産卵される場所 としては・一定の妊適環境がある様で,す べて類似 した場所 即ち後に幼虫が

集団をつくる場所 である.然 し産卵個所はこのエノキでは殆んど東面であ り,南 面では1

卵塊を見ただけであつた・ ちなみに,筆 者が1952年 に確認した12個 ノ)卵塊の位置を示

せば,Plate10のC,D,Eの 如 くで,南 面の(1)に1個,東 面の(2)に6個,(3)

に1個,(4)に4個 であり,1953年 の3個 はすべて(2)で あつた.DはEの 直ぐ上部

に接続する樹幹でEと 共に東面,Cは 南面を示す.

東面は,日 光は午前巾 一・時当るだけであるが,降 雨があつて も他の面に比 し濡れること

が最 も少く(樹 の上部は東に轡曲している),産 卵された位 置はすべて樹幹 の凹みである.

産卵時間は,夕 方と朝が多い.

本種の卵はPlate10のA,B及 びFj9.2の ように,樹 脂に似た物質で覆われ た一…見

カマキ リのそれのような卵塊をなしている.こ の様な卵塊をつ くるものは外国の例で本種
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に近縁 なSycanuscroceovittatusDohrnが 知 られ てい るだけで

あ る.然 しこの種 の卵塊 も,本 種 の様 に完全に全体 が覆 われた卵塊

ではない.Hoffmann(1934)に よる と非常 に緊密 な結 合(ニ カワ

様 の物質 で結合 されてい る)を もつ卵塊 であ るが,覆 われてい るの

は周囲だけで,ヒ 部 は何物 に も覆 われ ていない.こ の種 の卵 につい

ては,Kerchaw(1909)の 詳糸H1な観 察があ る様 であ るが,筆 者は

その報文 を読 む ことが出来 なかつた.本 種の様に完全 な一つの卵塊

をなさず,単 に個 々の卵 を接 して並べ るだけの卵塊 をつ くる種 は,

Redllviidaeの 中では本liETLの属 す るHarpactorinae及 びApime・

rinaeの2亜 科 に 多 くの例が知 られ てい る.例 えばBarber(1920,

1923),Heidmann(1911),Readlo(1924,1927),Girault(1906),

Morgan(1907)等 の研 究に見 られ る如 くであ る.そ の卵塊 の卵排

列の状 態にはい くつか の型が認め られ る様 であ るが,卵 塊 の卵数は

Acho〃amultispinosaDeGeerで は,Readio(1927)に よ る

と,23～40個 か らな り,1♀ の産卵数 はi実験室 内で2卵 塊 であ り,

SineadiademaFabriciusで は,Barber(1923),Heidlnann

  Fig. 2. Ootheca 
of Agriosphodrus 
dohrni Signoret.

(1906),Readio(1924)に よれば,1卵 塊5～22個,普 通8～12個 で あ り,1♀ の産

卵数 の最 高は412個 で あつた.ZelusexsangaisStalは,Readio(1927)に よる と・

40～40個 で1卵 塊 をな してい る.叉 同一一の種で も個体 に よ り1卵 塊の卵数に大 き な変 異

があ り,Girault(1906)に よつ ても,ArilascristatasLinnaeusで20個 の 卵塊 を

調 査 して,最 大172個,最 小42個,平 均128個 の 結果を得 てい る.以 上 か らReduvi-

idaeで は,そ の卵塊 の大 きさに種固有 のものはない ことがわ かる.

本 種 の卵塊 の詳 しい形態即 ち排列 の型及び構造等 は,発 見 した卵塊 が少なか つた為精査

す る ことが出来 なか つたが,両 端 は2～3列 で細 くな るが,大 体に於て下端 を樹幹 に固着

させ て4列 に 並べてい る様 であ り,表 面は薄 く樹脂に似 た物質で覆われ ている.1卵 塊 の

卵数 は,筆 者 の観 た3例 では83個 ・77個 ・32イ研1であ り,行 徳(1951)は30数 個 を記録

している.飼 育』した個体 で,5月5日 に羽化 産卵せず に6月30日 死 んだ個体 で は卵巣 内

の卵数23個,5Jj4日 に 羽化 して6月30日 に死 んだ個体 では57個 であつた.1♀ の

総産卵数が どの位 であ り何 日間にわたつて産卵が行われ るか は不 明であ るが,羽 化す る時

60頭 も居た個体か ら,地 上観 察出来 る高 さの範 囲ではあ るが,12個 の 卵塊 しか発 見出来

なかつ た事か ら推測 すればそれ らは極めて少い もの と考 え られ る.筆 者 の観 察で,午 後1

卵 塊 を産 んだ1個 体 が翌朝 更に1卵 塊 を産下 した例があ るが,こ の卵塊 は前 日の ものの半

分 位の大 きさであつた ことか らで もこの事実 は想像出来 る.産 卵期間 もReadio(1924)

のSineadiademaFabriciusは412個 の卵 を2ヶ月 にわ たつて産んだ と云 う様 な長 い

例 もあ るが,本 種では上 記 の1例 か ら見て非常に短い ものではな いか と思 う.

産 卵に当つては,雌 はその体 をやや高 くして樹幹 に静止 し,腹 部を曲げて末端を樹 皮に

接 し,卵 の産下 と同時に腹部 をのばす,そ うす ると産下 された卵は末端を樹皮に接 して樹

幹 に対 し垂直 に立つ・ この様に して一列産下 を終 ると体をず らせて次の列の産卵をは じめ
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る.産 下 された卵には同時にやや透明な液が分泌され附着しているが,暫 くず るとこの液

が固化 して全体が樹脂に似た物質で覆われてしまうことになる.

術本種がこの様に完全に樹脂に似た物質で覆わ れた,一 見カマキ リのそれの様な緊密な

結合の卵塊をつくるReduviidae中 の唯一種であると云 うことは,ま た本種が,現 在迄

他種では見出されていない,幼 虫期を通 じて集団をつ くると云 う習性を有す ることと関聯

して,進 化学的にも極めて興味ある事実であろう.

V.摘 要

1.本 報文に於て筆者は,ヨ コズナサシガメAgriosPhodrasdohrniSignoretの 幼

虫期における集団形成現象の手懸 りとしての棲息環境 ・食性及び産卵習性を究明す ると共

に,本 種の日本に於ける分布についてもあわせ報告 した.

2.日 本に於ける分布は,鹿 児島県を除く九州の各県である.

3.本 種は樹幹上に極 く限定された狭い棲息環境をもち,従 つて棲息場所 は隔離された

非常に孤立的なものとなつている.

4.一,一一i定の産卵好適場所に産卵 された卵塊は,樹 脂に似た物質で覆われ,1卵 塊は30～

80個 の卵からなる.

5.食 物は多岐にわた り,鱗 翅類の各種幼虫,小 さな蝿の成虫,小 甲虫成虫,蛎 虫等各

種の小昆虫 の殆んどを食する.筆 者の観察した棲息場所における主な食物は,コ ケガの幼

虫及び ミノガの幼虫であつた.弟1・2齢 幼虫は肖然状態にても盛んに共食いをする.

 Summary 

In spite of its rare occurrence, Agriosphodrus dohrni Signoret is widely 

spread over all prefectures of Kyushu, Japan, except Kagoshima Prefecture, 

from where not a single specimen has hitherto been collected (Fig.1). 

The favourite habitat of the nymphs of this Reduviid seems to be restrict-

ed to a certain narrow and extremely limited place, viz., a slightly hollowed 

or folded site on the east or south side of a fairly large or large trunk of such 

trees as Celtis sinensis japonica Nakai, Prunus yedoensis Matsumiara, Pinus 

thubergii Parlatore, Cinnamomum camphora Siebold, Cyclobalanopsis gilva 

Oersted, Podocarpus chinensis Blume, Shiia sieboldi Makino, Diospyros kaki 

domestica Makino, etc., about 2 3 meters above the ground, where the nym-

phs are making aggregations except their foraging times and often hibernate 

during winter and from where the nymphs move away to all directions in 

search for their prey. Therefore, such favourite sites become isolated from 

one another and are very few even on a single tree-trunk or in a given area 

where their aggregations are represented by more or less accidental collections. 

Contrary to the nymphs the adults are always solitary in habit, chiefly living
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ontheshootsortrunksofthetreeinquestionwheretheyhavespe1ユttheir

nymphalstage,blltseldomnyawayormigratetoanothertree.Frolnsuch

observationsitbecomesapparentthatthecharacteristicfeatureofitsdistri-

butionmaybeattributedtoitsoccurrenceinisolatedareasinthestateofiso-

Iatedpopulations.Theadultsaresaidoccassionallyattractedtolight.

ThenymphshavebeenobservedtofeedonthelarvaeofPsychidaeand

Arctiidae(Lithosiinae),anadult且yofabout5ロ1minbody-1engthandaslnaU

Chrysolllelid(?)beetle,whichwerepiercedwiththeirstrongrostruln.

ThehabitatofthisReduviidaeonthetrunkofCθ 〃issinensis/aponica

NakaiinthecampusoftheKyushuUniversityco11sistsofclumpsofmoss,in

whichtherearelivinganumberofArctiid(L、ithosiinae)1arvaeofthreediffer-

entspecies.Sofarastheauthor'sobservationgoes,theselarvaeseemtore-

presentthechieffoodofthisReduviid.Gyotoku(1951)andHasegawa(unpub-

Iisheddata)rearedthisReduviidwithcaterpiilars,aphidesonC〃ysa〃the-

17¢a〃z,adultsofハlezaraan彦enna彦aScott,1〉 セρんo彦e〃ixbipanc彦ataseincticePs

UhlerandthelastinstarnymphsofPoecilocorislewisiDistantinthelabor・

atory.Eariyhatchedormoulted町mphshavebeenobservedtofeedonthe

latelyhatchedormoultedonesvoraciously.Thefactthattheforagingarea

ofsuchyoungernymphsisverynarrowisdirectlycorrelatedwiththehabit

ofcannibalismandisthereasonwhythepopulationofthisReduviidinnature

becomesreducedtosomeextentduringtheir負rstandscecondnymphalstages.

Ontheotherhand,suchphenomenonascannibalismhasnotbeendetectedon

thenymphsofthethird,fourthandfifthinstarsinnature,Consequentlythe

populationsizeatthethirdnymphalstagereachesnearlythe∬nalsizeseen

atthefifthstage.Ofcoursenaturalenemiesandotherfactors,ifpresent,

maycausethedeclinationofpopulationbutthoseeffectsseemtobeslightin

thecaseofthisReduviid.

Incasethemaximumtemperatllreofthedaybecomehigherthan10℃,

someoftheoverwinteringnyInphsbecomeactiveandwanderaboutbeyondthe

boundariesofthefavouritehibernationsiteandfeedontheirprey.ThisRedu-

viidseemstowithstandstarvationforconsiderabledurationdays.

Theeggsaredepositedonfavouritesitesonthesurfaceofthetrunk.Tlle

siterepresentsthemostsuitableenvironment,wherethenymphswouldaggre-

gatethemselvesafterward.Ovipositiontakesplacebothinthemorningand

evenlng.Theeggsarelaidinbatchesof30to80,andeachoothecaiscover-

edwithathinyellowishresin-1ikesubstancewhichissecretedbythefemale.



328

図 版 説 明

第9図 版HabitatofAgriosphodrusdohrniSignoret.

A:winter,B:summer,C:autumn.

第10図 版OvipositionplaceofAgriosphodrusdohrniSignoret.

A:thoseseenfromthesouth,B,C:tlloseseenfrom

theeast,D,E:ootheca,1-4:0vipositionplace.
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ヨコヅナサシガメに関する生態学的研究1
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ヨコヅ ナサシガメに関す る生態学 的研究.1


